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【2016年度実績】

１．研究業績

著作・論文・学会発表等の名称 単著・共著の別

(1)発行所、全ページ数
(2)雑誌名、巻（号）、開始-終了
ページ
(3)学会名、開催都市

(1)(2)著者、編者名
(3)発表者（発表者は○印）

発行・発表年月

（１）著作

1 共著 総合医学社：P.135
國澤尚子, 新村洋未,
須賀夏子, 畔上光代,
大塚眞理子

2016.7

2

3

（２）論文

1

2

3

（３）学会発表

1 単著
日本老年看護学会第21
回学術集会、さいたま市

○須賀夏子 2016.7

2 共著
第17回日本認知症ケア
学会大会、神戸市

○須賀夏子, 大塚眞理
子, 畔上光代, 辻玲子,
丸山優, 國澤尚子, 田中
敦子他

2016.6

3 共著
第17回日本認知症ケア
学会大会、神戸市

○大塚眞理子, 田中敦
子,丸山優, 須賀夏子,
菊地悦子, 辻玲子, 他

2016.6

4 共著
第21回日本在宅ケア学
会学術集会、江東区

○林裕栄, 木村伸子,
武田美津代, 張平平,
畔上光代, 須賀夏子

2016.7

（４）その他

1

2

3

２．競争的資金等の研究

研究期間

1

2

3

３．教育業績

講義・演習・実習・論文指導等の名称 期間

（１）講義

1

2

3

（２）演習

1 2016.4～8

2 2016.4～8

3 2017.1～2

看護学入門

老年看護学Ⅲ

手術を受ける認知症高齢者と家族に対す
る看護の実際-看護師へのインタビュー調
査から‐

開放型病床に入院した認知症高齢者の
様相（第1報）‐入退院時の状況の比較か
ら‐

該当なし

認知症の人の家族介護者からみえた長
期療養における専門職連携とその評価

地域高齢者と看護学生の世代間交流プロ
グラムの試行‐参加した高齢者の交流へ
の意欲-

該当なし

はじめて学ぶケーススタディ-書き方のキ
ホンから発表のコツまで-

老年看護学

学士（看護学）

2006年埼玉県立大学　保健医療福祉学部看護学科卒業

2014年埼玉県立大学　保健医療福祉学部看護学科助教

日本老年看護学会、日本認知症ケア学会、埼玉県立大学保健医療福祉科学学会

研究名、研究代表者・研究分担者の別競争的資金等の名称

該当なし

老年看護学Ⅱ
科目担当者として主に高齢者の食に関する演習を担当し、加齢によ
る咀嚼嚥下機能の変化や口腔内の清潔を保持するための看護につ
いて、体験を通して学びが深められるよう工夫した。

該当なし

概要（教育内容・方法等において工夫した点）



（３）実習

1 2016.4～6

2 2016.11～12

3 2016.7

4 2016.10

（４）論文指導

1

2

3

（５）その他

1 2016.4～2017.3

2

3

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会等の講師

講演会、研修会等の名称 主催 講演、研修等のテーマ 開催年月

1

2

3

（２）国、自治体、財団法人等における委員等

国、自治体、財団法人等の名称 委員等の名称 任期

1

2

3

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

1

2

3

５．学内運営（委員会委員）

1

2

3

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

1

７．特許の保有状況

特許名 特許番号 登録年月

1

８．特記事項

老年看護学実習Ⅱ
３年次生を対象に、回復期リハビリテーション病棟での8週間の臨地
実習指導を行った結果、期待した学習効果を上げることができた。

老年看護学実習Ⅰ
２年次生を対象に、大学近隣２施設の老人福祉センターを担当した。
地域で暮らす高齢者の多様な生活状況について理解を深められるよ
う指導した。

IPW実習
４年次生を対象に、県内のリハビリ病院での実習により、利用者中心
の考え方、多職種連携の実際について学びが深められるよう指導を
行った。

該当なし

看護学科カリキュラム運営検討会補佐

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

若者と築く「健康長寿武里モデル」
大学近隣の団地において、看護学生と団地で暮らす高齢者との世代
間交流に関するプログラムの企画・運営を行った。

総合実習
４年次生を対象に、回復期リハビリテーション病棟で３週間の臨地実
習を行った。学生個々の学習目標に即した指導を行った。

該当なし


